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        床に落ちた塩をはしごを昇り 
        再び機械の中に注ぎ入れ 











 論文全体は三部構成からなり、それぞれ第一章「沈黙の領域 Realm of Science」、第二章「異国の神 





































































































 作品 Bloodsea 
 琴は日本において一般大学を終えた後にカルフォルニアでの修士課程で映像制作を学び、本学後期博
士課程と留学先のソウル大学において理論研究とともに映像、パフォーマンスを含む創造的な表現への
研鑽をさらに深めた。本作品は著者が初めて祖国で暮らし、祖国の言葉を日常的に話し、祖国の歴史と
現状に囲まれた２年間において主に構想・制作された。映像、言葉、インスタレーションとパフォーマ
ンスを一人で制作、実施した。生々しい南北国境地帯での脱北者の死と再生、キリスト教伝道の象徴で
ある十字架というアイコンが示唆する魂の惑いと支配、喪の行為と心情、魂の浄化、、、といった主題は、
朝鮮半島に限らず現代世界の多くの民族や個人に共振を起こす普遍性をはらんでいる。 
 
 以上を総合的に考慮し、論文、作品ともに博士学位に相応しいものと評価し、合格とした。 
 
